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令和２年度 指定管理者モニタリングレポート 

（指定管理者の管理運営業務評価結果） 

施設名 八尾市文化会館 

所在地 八尾市光町二丁目４０番地 

所管課 魅力創造部文化・スポーツ振興課 

 

指定管理者 

名 称 公益財団法人八尾市文化振興事業団 

代表者 理事長  池尻 誠 

住 所 八尾市光町二丁目４０番地 

指定期間 平成３１年４月１日 ～ 平成３３年３月３１日（２年間） 

 

１．利用者の平等利用の確保及びサービスの向上 

○利用者の平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 評価結果 

協定書、事業計画書等に基づき確実に事業を実施した。また、利用者からの意見・要望をアンケー

ト等で把握し、その都度可能な限りで対応した。 

【利用者アンケート（利用者の満足度等）】 

  ①調査の概要（調査対象、調査時期、調査方法、回答状況） 

・調査対象  文化会館施設利用者と事業鑑賞者 

・調査時期  令和３年１月５日～令和３年３月 31日 

・調査方法  施設利用者：ホール、会議室等の利用者に配布し、利用終了時に回収。 

          鑑賞者：主催事業の鑑賞者に配布し、鑑賞終了時に回収箱にて回答を得る。 

・回答状況  施設利用者：２００枚配布し、１７８枚回収（回収率：８９．０％） 

            鑑賞者：１，４７５枚配布し、７５１枚回収（回収率：５０．９％） 

  ②アンケート結果の概要（利用者の満足度等） 

「施設を利用･来館した総合的な感想」として施設利用者で８９．３％、鑑賞者で８６．０％の

方が満足されており、毎年高い水準を維持している。 

特に「職員の対応のよさ」についての満足度は、施設利用者からは９１．６％、鑑賞者からは 

７５．４％と高い評価を受けている。 

Ｓ 

 

２．公の施設の効用発揮 

○公の施設の効用を最大限に発揮されたか 評価結果 

施設利用状況については、新型コロナウイルスの感染拡大防止のための臨時休館や客席数の制限等

の影響により稼働率が減少したため、目標値に達しなかった。一方で、ホールでの活動支援のための

助成金制度を創設するなど市民サービスの向上に努めている。芸術文化事業の実施にあたっては、市

の方針により９月末までのすべての主催事業を中止・延期としたが、10月以降は「劇場、音楽堂等に

おける新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」を遵守した催事を実施している。各事業の定

員を半数に設定することとなったが、可能な事業では公演数や開催数の増設を行った。また、ＩＣＴ

やＳＮＳを活用した催事も実施する等、第２次八尾市芸術文化振興プランの実現に向けて、より多く

の市民が芸術文化にふれることができる機会の提供に努めている。 

Ｂ 

 

３．適切な維持管理及び管理経費の縮減 

○公の施設の適切な維持及び管理が図られるとともに、その管理に係る経費の縮

減が図られたか 
評価結果 

建物・設備の点検・保守については、仕様書に基づいて行われ、市にも適正に報告されており、修

繕についても、業務に支障が出ないよう適正に行われている。清掃も適切に行われている。また、新

型コロナウイルス感染防止にあたっては、ホールスタッフや各係員の体調管理の徹底及び、ホール利

用者への注意喚起や施設設備や備品の消毒作業、空調設備機器による換気徹底等が適切に実施されて

Ｓ 
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いる。 

また、月次でのコスト管理による節電をはじめとする経費縮減に向けた取り組みも行われている。 

 

 

４．団体の人員、資産その他の経営規模及び能力 

○公の施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有し

ているか 
評価結果 

団体としての経営状況については、安定的に推移しており、業務執行体制にも問題はない。 

職員の人材育成は熱心に行われており、専門知識や障がい者対応能力の向上に関する研修の実施を

はじめ、職員の各所への講師としての派遣も行った。 

また、施設の管理運営や事業の実施にあたっては、事業・収支計画に沿って、市とも緊密な連携を

図りつつ実施された。 

Ｓ 

 

５．その他施設の性質または目的に応じた基準 

○その他市長が公の施設の性質又は目的に応じて別に定める基準を満たしたか 評価結果 

 指定管理者として条例等の主な関連法令を把握し、それに沿った運営管理を行った。 

また、環境マネジメントシステム活動（KES ステップ１）については３つの環境管理重点テーマを

定め、「電気使用量の削減」、「グリーン購入促進活動」、「会館周辺の掃除啓発活動」を実施している。 

Ｓ 

 

【総合評価】 

 評価の視点 得点率（評価）(ａ) 評価配点(ｂ) 評価点(ａ×ｂ) 

１ 利用者の平等利用の確保及びサービスの向上 97.5％（S） 40 39 

２ 公の施設の効用発揮 78.9％（B） 7.5 6.7 

３ 適切な維持管理及び管理経費の縮減 97.4％（S） 30 29.2 

４ 団体の人員、資産その他の経営規模及び能力 96.2％（S） 15 14.4 

５ その他施設の性質または目的に応じた基準 94.4％（S） 7.5 7.1 

合計 100 95.6 

 
 

総合評価 Ｓ 
 

※得点率・評価配点・評価点については、原則として、小数点第２位を四捨五入

しているため、端数の関係上、評価配点の合計及び評価点の算定結果等が表上の

計算と整合しない場合がある。 



3 

 

【モニタリング内容の総括】  

 全体を通じて、施設の設置目的に沿った適切な管理運営が行われている。 

 開館後 30 年以上が経過した文化会館では、施設・設備の老朽化が進んでいることから、管理運営面でも特段の配

慮が求められるところであるが、日頃から丁寧な点検等を行い、異常を早期に発見し対応することで、安全に施設運

営が行えていることは評価できる。 

 さまざまなサービスの向上に努めており、コロナ禍におけるホールでの活動支援のための助成金制度を創設するな

ど、利用者の視点に立った貸館サービスの表われであり評価できる。 

 各事業においては、新型コロナウイルス感染防止対策で中止せざるをえなかった事業以外は、ＩＣＴやＳＮＳを活

用した配信や実施日延期など創意工夫をこらして実施可能な最善の方法で実施し、本市の芸術文化振興に寄与した。 

 令和２年度の決算状況については、臨時休館の措置を取ったことや客席数の制限等により大幅な減収となったが、

各種補助金の活用と経費縮減に努めたことにより赤字を最小限に抑えることができた。 

 

 

＜参考＞ 

■ 評価基準表（得点率で判断） 

Ｓ（90％以上） 業務推進に必要とする水準を満たすだけでなく、より高い水準での施設の管

理運営が行われ、積極的な創意工夫や改善活動を主体的に行っている 

Ａ（80％以上 90％未満） 業務推進に必要とする水準を満たしていると判断できる 

Ｂ（60％以上 80％未満） 業務推進に必要とする水準を十分に満たしていないと思われる 

Ｃ（60％未満） 業務推進が不十分で、今後支障をきたす可能性があり、改善の検討が必要と

思われる 

■「総合評価」の評価基準 

評価の視点ごとの得点率及び評価配点をもとに評価点を算出し、上記の評価基準表により評価を行う。 

ただし、総合評価がＳまたはＡとなるためには、評価基準表に定める得点率の基準（Ｓ：90％以上、Ａ：80％

以上）を満たした上で、以下の要件も満たす必要がある。 

 

 

 

 

 

 

総合評価がＳとなる要件 

５つの評価の視点の評価において、Ｓが３つ以上であること。 

総合評価がＡとなる要件 

 ５つの評価の視点の評価において、ＳまたはＡが３つ以上であり、かつ、Ｃがないこと。 

  


